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（班 長） 
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技術補佐 
（班 長） 
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宮城県水産技術総合センター 
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（サブリーダー） 

本庄  美穂 WEB 

技術主査 小野  利則 WEB 

宮城県水産技術総合センター 
気仙沼水産試験場 

技術主幹 伊藤  貴範 WEB 

技  師 植松  康成 WEB 

宮城県気仙沼地方振興事務所 
水産漁港部 

技  師 垂水  祐樹 WEB 

技  師 鈴木  雄貴 WEB 

宮城県東部地方振興事務所 
水産漁港部 

技術主査 大野澤 真人 WEB 

宮城県仙台地方振興事務所 
水産漁港部 

技  師 武田  慶士 WEB 

事 務 局 宮城県水産業基盤整備課 

課  長 佐 藤  崇 県庁 

副参事兼 
総括課長補佐兼 
総括室長補佐 

三浦  輝彦 県庁 

技術副参事兼 
総括課長補佐 
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技術主幹 
（班 長） 
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渡邊  一仁 県庁 

技術主任主査 
（副班長） 

鈴木  隆史 県庁 

技  師 髙橋  孔雄 県庁 
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令和４年度事業報告について 

 

 

第１ 協議会の概要 

１ 名 称 

宮城県ブルーカーボン協議会（令和４年１月２０日設立） 

協議会の詳細は、別添「宮城県ブルーカーボン協議会規約」のとおり。 

２ 構成員 

宮城県ブルーカーボン協議会（以下「協議会」という。）の構成員は、規約別表「宮城県ブ 

ルーカーボン協議会構成員名簿」のとおり。 

 

 

第２ 事業の目的 

    宮城県沿岸域における藻場の造成・保全や海藻増産に向けた取組を推進し、水産業が持つ多面

的機能としての二酸化炭素（ＣＯ２）の固定・吸収量をブルーカーボンとして評価する。また、

本県水産業から発生する環境負荷を定量し、削減貢献量を明らかにすることで、環境配慮型水産

業への機運を醸成し、本県水産業のカーボンニュートラリティや持続可能性に寄与することを本

事業の目的とする。 

 

 

第３ 事業の内容 

１ ブルーカーボン協議会の運営 

  業界、専門家、市町、行政等からなる構成員とともに、方向性の検討、進捗管理及び結果の検

証などを行う。また、ブルーカーボン協議会を支える県機関で組織するブルーカーボンプロジェ

クトチーム（ＰＴ）において、データの収集や現場調整などを実施するもの。 

 

年月日 項目 内容等 備 考 

令和４年８月２２日 
令和４年度第１回宮城県

ブルーカーボンＰＴ会議 

・令和３年度事業成果について 

・令和４年度事業計画（案）について 

・その他 

 

令和４年９月１５日 
令和４年度第１回宮城県

ブルーカーボン協議会 

・役員改選 

・規約の改正について 

・令和３年度事業報告について 

・令和４年度事業計画（案）について 

・その他 

 

令和４年１１月１０日 
令和４年度第２回宮城県

ブルーカーボンＰＴ会議 

・令和４年度事業の進捗と今後の進め  

 方について 

・令和４年度事業の予算（９月補正）

について 

・その他 

 

令和５年１月１７日 
令和４年度第２回宮城県

ブルーカーボン協議会 

・令和４年度事業中間報告について 

・その他 
 

令和５年１月２７日 
令和４年度第３回宮城県

ブルーカーボンＰＴ会議 

・モデル地区での実践について 

・普及指導・広報について 

・その他 

 

令和５年３月２７日 
令和４年度第３回宮城県

ブルーカーボン協議会 

・令和４年度事業報告について 

・令和５年度事業計画（案）について 
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２ 技術開発・試験研究 

  インベントリデータ（CO2固定・排出源単位）の収集整理と作成、藻場面積の把握とブルー 

カーボン固定量の推定及び漁業種類・魚種等の CO2排出量算定を行うもの。 

年月日 項目 内容等 備 考 

令和４年９月 

～令和５年３月 

漁業・養殖業及び水産物の

生産 CO2固定排出算定 

・漁業・養殖業の CO2 排出量算定のため

のデータを収集するとともに、令和

４年度 CO2固定量を試算した。 

 

令和４年１０月 

～令和５年３月 

宮城県藻場・養殖面積の把

握（モニタリング） 

・ワカメ養殖業のドローンによる空撮

に着手した。 
 

令和４年４月 

～令和５年３月 

CO2 固定・排出源単位の収集

と整理 

・文献調査により CO2 固定・排出原単位

60 件のデータを収集した。 
 

令和４年４月 

～令和５年３月 

報告書・学術論文・ 

国際誌等 

・函館市産業連関表とブルーカーボンワ

ークショップ 

・函館マリカルチャープロジェクトサー

モン勉強会 

・宮城大学ブルーカーボンセミナー等 

 

 

 

３ モデル地区での実践 

モデル地区を設定し、藻場造成や海藻養殖に伴う事業生産性と環境影響の評価を行うもの。 

年月日 項目 内容等 備 考 

令和４年４月 

～令和５年３月 
藻場造成の実践 ・石巻にモデル地区を設定し、藻場造

成や海藻養殖を実践した。 

・養殖ワカメのブルーカーボン算定の

ためのデータ収集 

・ライフサイクルを通した CO2 固定・排

出評価を試算中。 

アラメ 

令和４年４月 

～令和５年３月 
海藻養殖の実践 

ホソメ

コンブ 

令和４年１０月 

～令和５年３月 

ワカメ養殖 

フィールド試験 

養 殖 

ワカメ 

 
 

４ 普及指導広報 

    ブルーカーボンの取組について漁業者を対象に普及・指導を行うとともに、一般の方々を対象

とした広報活動を図るなど、水産分野の環境への対応を共有することで、持続可能な水産業への

機運を高めていくもの。 

年月日 項目 内容等 備 考 

令和５年２月３日 
第２回宮城県ブルーカーボ

ンシンポジウム 

・ブルーカーボンクレジット制度およ

び南三陸町での事例紹介に関するシ

ンポジウムを開催した。 

参 加 

160 人 

令和５年３月５日 水族館とのコラボ企画 

・仙台うみの杜水族館とのコラボ企画

「ワカメが地球を救う!?-ワカメとブ

ルーカーボンをおいしく楽しく学ぼ

う-」を開催した。 

 



第 1号議案                                   資料１ 

3 

 

令和５年３月２２日 
第２回宮城県ブルーカーボ

ンセミナー 

・三重県熊野灘における藻場造成の取

組，およびブルーカーボンクレジッ

ト申請の方法に関するセミナーを開

催した。 

参 加 

38 人 

令和５年３月２８日 

 

 

ホームページの製作 

 

・Miyagi Coast Projectとしてホームペ

ージを更新し、情報発信の基盤を製

作した。 

 

 

令和３年８月～３月 

 

新聞掲載等 

・新聞記事５件で本事業が紹介された 

（時事通信、河北新報、水産新聞、及

び水産経済新聞） 

 

 
 

第４ 事業収支決算書 

 

収入の部                                 （単位：千円） 

区     分 精算額（Ａ） 予算額（Ｂ） 増減（=A-B） 備 考 

県費（一般財源） １８４ １８４ ０  

繰越金 ２,５２７   ２,５２７ ０  

企業版ふるさと納税寄付金 ８,４３５ ８,４３５ ０  

計 １１,１４６ １１,１４６ ０  

 

支出の部                                 （単位：千円） 

区     分 精算額（Ａ） 予算額（Ｂ） 増減（=A-B） 備 考 

１ ブルーカーボン協議会の運営 ２９２ ８２９ △５３７  

２ 技術開発・試験研究 ３６０ ５１０ △１５０  

 ３ モデル地区での実践 ６,７５６ ８,００７ △１,２５１  

 ４ 普及指導広報 １,５８８ １,８００ △２１２  

 計 ８,９９７ １１,１４６ △２,１４９  

 

  収支の部                                 （単位：千円） 

区     分 精算額（Ａ） 予算額（Ｂ） 増減（=A-B） 備 考 

収支差額 ２,１４９ ０ ２,１４９ 
内 2,109 千円が 

令和 5年度繰越 

 

 

第５ 令和４年度事業実績（KPI） 

   ・令和３年度の藻場/海藻養殖による CO2吸収量の算定：158ｔ（暫定値） 

・インベントリデータ 60件 

 

第６ 事業完了年月日 

令和５年３月３１日 
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＜参考＞ 

＜令和４年度当初年間計画表＞ 

 

 

 
 

 

７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和４年度

備考

協
議
会
運
営

宮城県ブルーカーボン
協議会

宮城県ブルーカーボン
プロジェクトチーム

試　技
験　術
研　開
究　発

で　モ
の　デ
実　ル
践　地
　　 区

広　普
報　及
 　　指
 　　導

報告書・学術論文・国際誌

藻場造成・海藻養殖の実践
（石巻地区・網地島）

CO2固定・排出原単位のデー

タベース構築

講演会・セミナー

ホームページ・デジタルマーケ
ティング（ＷＥＢ・アプリ）

漁業・養殖業及び水産物の

生産CO2排出量算定

モデル地区における藻場面積
モニタリング

CO2固定・排出原単位の収集

と整理

（仮）ワカメのフィールド試験

現場説明・指導（漁業者）

水族館との連携

第1回協議会 第２回協議会（中間） 第３回協議会（年度末）

第1回検討会 第3回検討会 第5回検討会（年度末）

県内漁業の調査・分析（インベントリ100件追加）

制度設計 モニタリング調査（委託）

公表① 公表②

文献調査・外部会議等への参加

藻場造成・海藻養殖活動助成（補助金）

ワカメのフィールド試験（制度設計・実施）

随時（北部・中部・南部）

ブルーカーボンシンポジウム

コラボイベント開催（企画立案、実施）

ホームページとリンク

ブルーカーボンセミナー

毎月更新、さかなデザイン打ち合わせ（３回）

第2回検討会 第4回検討会

日程

項目



宮城県水産林政部宮城県水産林政部

水産業基盤整備課

新たな地球温暖化対策！
ブルーカーボンについて

資料2

5



宮城県水産林政部

２０１５年

「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」採択
※複数の課題の統合的な解決を目指すSDGsを含む

「パリ協定」採択

時代の
転換点

新たな文明社会を目指し、大きく考え方を転換（パラダイ
ムシフト）していくことが必要

⇒地球温暖化対策、ブルーカーボン

＜宮城県＞
水産業の振興に関する
基本的な計画（第Ⅲ期）

＜農水省＞
みどりの食料
システム戦略

・カーボンニュートラル
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宮城県水産林政部

ブルーカーボン
２００９年に発表された国連環境計画（UNEP）の報告書

『Blue Carbon』において命名された、海洋で生息・生育す
る生物によって吸収・固定される炭素のこと。

（海洋白書２０２１より）
海域・水深・底質によって異なる様々な種類の藻場があります。

アマモ場

波の静かな内湾沿岸の砂泥底に

繁茂するアマモなどから構成さ
れる藻場です。アマモは海草の

一種で陸上の植物と同様に種子
で繁殖します。

ガラモ場

多様な褐藻類のホンダワラ属か

ら構成される岩礁性の藻場です。
卵形の気泡をまとうことで海中

で立ち上がり、魚類のたまり場、
成育場となっています。

アラメ場

黒潮の影響を受ける沿岸域に発
達するアラメ属の海藻類から構
成される藻場です。岩礁に着床
して繁茂し、アワビやウニなど
の餌植物になります。

コンブ場

親潮の影響を受ける北方域のコ

ンブ類等から構成される藻場で
す。岩礁に着床して繁茂し、ア

ワビやウニなどの餌植物になり
ます。
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宮城県水産林政部

３つの柱

（仮）宮城県ブルーカーボン協議会

技術開発
試験研究

モデル地区
での実践

普及指導
広報

構成員：行政、専門家、市町、広報、業界等
役 割：方向性の検討、進捗管理、結果の検証

・CO2固定・排出原単位（インベ
ントリ）の収集整理、作成
・藻場面積の把握（海藻種ごと）
・漁業種類、魚種等のCO2算定

・モデル地区を設定し、藻場造成
や海藻養殖に伴う事業生産性と
環境影響を検討

・普及啓発活動（一般広報、ブルー
カーボン教育、水族館とのコラボ
企画等）
・アプリ開発

【目的】宮城県沿岸域における藻場の造成・保全や海藻養殖の増産に向けた取組を推進する中で、水産業が持つ多
面的機能としての二酸化炭素（CO2）固定・吸収量をブルーカーボンとして評価する。また、本県水産業から発生する環

境負荷を定量し、削減貢献量を明らかにすることで、環境配慮型水産業への機運を醸成し、本県水産業のカーボン
ニュートラリティや持続可能性に寄与することを本事業の目的とする。

漁業活動や漁獲物の消費に伴う
CO2は!?

ワカメ養殖

藻場の造成、磯焼け対策、ウニ駆除・有効利用

アマモ場 普及・広報活動

３つの柱

宮城県ブルーカーボン協議会

宮城ブルーカーボンプロジェクト

8



宮城県水産林政部

○宮城県ブルーカーボン協議会（構成員10名）

区分 所属 役職・名称

学識経験員 ジャパンブルー技術研究組合 理 事・信時 正人

（国研）水産研究・教育機構 グループ長・堀 正和

（国研）水産研究・教育機構 グループ長・村岡 大祐

さかなデザイン 代 表・安達 日向子

業界 宮城県漁業協同組合本所 常務理事・渡辺 裕季

宮城県漁業協同組合石巻地区支所 支 所 長・木村 丈樹

宮城県漁業協同組合網地島支所 前支所長・阿部 敏和

フィッシャーマン・ジャパン 事務局長・長谷川 琢也

行政 石巻市産業部 次 長・中村 元太

宮城県水産林政部 副 部 長・長谷川 新

（敬称略）＜令和４年度メンバー＞

9



宮城県水産林政部

①技術開発・試験研究





ブルーカーボンとしてCO2吸収・固定量や漁業・養殖業か
ら排出されるCO2を算定できるようにするためのインベン
トリ（CO2固定・排出原単位）の整理を実施

令和３年度は５０件の原単位データを収集し、本県水産業
のデータからCO2固定量やCO2排出量を試算した

NO. 名称
固定原単位

（t-CO2/ha/年）
発表年

1 海草 5.8 2013
2 ガラモ場 2.7 2013
3 コンブ場 10.3 2013
4 アラメ場 4.2 2013
5 マングローブ 68.5 2013
6 湿地・干潟 2.6 2013

※平均値を記載

○収集したインベントリ（ＣＯ２固定原単位）の事例

（出典：IPCC湿地ガイドラインより）
10



宮城県水産林政部

令和４年度のCO2固定試算値について

区 分 活動量
（生産・増産量）

使用した原単位 CO2固定量

ワカメ養殖 11,025 ｔ ０.０１０ｔ-CO2/ｔ 110.3ｔ

コンブ養殖 ４13 ｔ ０.０４２ｔ-CO2/ｔ 17.3ｔ

藻場造成 ７.３ｈa 4.２ｔ-CO2/ｈa 30.7ｔ

合計 158.3ｔ

 ワカメ・コンブの県内養殖生産量、アラメ等の藻場造成面
積を基に令和4年度CO2固定量を158.3ｔ（暫定）と算定

CO2量
（吸収量・排出量）

＝活動量
（生産・増産量）

原単位
（吸収・排出係数）

ＣＯ２の算定手法（計算式）

×

11



宮城県水産林政部





宮城県漁業協同組合石巻地区支所ではホソメコンブ，宮城
県漁業協同組合網地島支所ではアラメを対象にモデル地区
として採苗・育成試験を実施

養殖・造成に必要な条件を整理して技術化するとともに，
ブルーカーボンとしての評価を推進

ホソメコンブ アラメ

②モデル地区での実践（R3～４年度）

12



宮城県水産林政部

海へ移植するアラメ

アラメ母藻の攪拌作業 攪拌作業後の海水 アラメの遊走子 アラメ芽胞体（×100倍） アラメ葉体（7mm）

②モデル地区での実践（活動状況）

アラメの造成（網地島の取組例）

（採苗～育成）

（沖出し）

ロープへの挟み込み
基質への巻き付け

13



宮城県水産林政部

宮城県漁業協同組合網地島支所（アラメ）

14



宮城県水産林政部

宮城県漁業協同組合石巻地区支所

15



宮城県水産林政部

②モデル地区での実践（R４年度新規）

宮城県

気仙沼市
階上

南三陸町
歌津

石巻市
十三浜

〇試験対象種：ワカメ
〇実 施 場 所：①気仙沼市階上

②南三陸町歌津
③石巻市十三浜

全長（cm） 重量（g） 全長（cm） 重量（g）

サンプル１ 150 294 30 6g

サンプル２ 110 84 20 4g

サンプル３ 137 128 15 2g

サンプル４ 105 66 7 0g

サンプル５ 82 82 7 0g

内湾（地種） 外湾（北種）

計測記録の例

養殖業もブルーカーボンの対象に！

16



宮城県水産林政部

ワカメ養殖場のドローンによる撮影記録（撮影機器：マビック２）

令和５年２月１５日（水）
気仙沼市階上

水技センター 藤岡技師撮影
田中、渡邊

海上5ｍ 海上15ｍ

海上50ｍ 海上120ｍ

＜ワカメの計測＞

内湾
（塩釜種）

全長（cm） 重量（g）

サンプル① 178 300

サンプル② 173 360

サンプル③ 139 400

サンプル④ 192 380

サンプル⑤ 178 280

外洋
（北種）

全長（cm） 重量（g）

サンプル① 144 220

サンプル② 107 100

サンプル③ 127 160

サンプル④ 119 110

サンプル⑤ 73 40

17



宮城県水産林政部

③普及指導・広報

2022.3.23 ( ) 13:00 – 15:00

                           
                                   
                  

                   
    40                    

          ※                    

                   





ブルーカーボンの基礎や取組み等を周知するため，令和３
年度はセミナー１回，シンポジウム１回を開催

ホームページの立ち上げによる広報などを進め，持続可能
な水産業への機運を高めた

（１）基調講演
「ブルーカーボンを活用した水
産業からの地球温暖化対策」
（国研）水産研究・教育機構
水産資源研究所 水産資源研究センター
社会・生態系システム部

沿岸生態系暖流域グループ長 堀 正和 氏

（２）パネルディスカッション
「ブルーカーボンの取組と将来
展望」
コーディネーター：石田 幸司 氏（宮城県）
パネラー ：信時 正人 氏（神戸大学）

堀 正和 氏（水研）
阿部 敏和 氏（JF網地島）
長谷川 琢也 氏（ヤフー）

18



宮城県水産林政部

基調講演 会場の様子

パネルディスカッション

○宮城県ブルーカーボンシンポジウムの概要





会場・ＷＥＢからおよそ７０名が参加

参加者の半分は水産以外の陸上産業
19



宮城県水産林政部

 調講演        クレ ット制度 活用     
 ャパ    エコノミ 技術研究 合（JBE）理事長 桑江 朝比呂
京都大学大学院修了後，運輸省港湾技術研究所に研究官として配属，熊本大学沿岸域環

境科学教育研究センター客員教授兼任，港湾空港技術研究所沿岸環境研究グループ長など
を経て現職は沿岸環境研究領域長，2020年よりJBE理事長兼任。
ブルーカーボンを海洋CO₂の吸収源として着目し，あらたなカーボンクレジットとして

の「Ｊブルークレジット®」制度を創設。次世代以降も持続的に海の恵みを受けられるた
めの技術開発を目標に掲げ，異業種連携で調査研究を推進することを目的に活動している。

事例報告 南三陸町 おけ   ～  が誇   多様性～ 
南三陸町自然環境活用セ タ 任期付研究 阿 拓三

北海道大学大学院修了後，南三陸町自然環境活用センター任期付研究員，北海道大学
水産学部助教などとして海洋生物の研究・教育に携わる。東日本大震災後，流失した南
三陸町自然環境活用センターの復旧に取り組むため南三陸町に戻り，2019年より現職。
志津川湾のラムサール条約湿地登録に深く関わるとともに，志津川湾でのCO₂吸収源で

ある「藻場」の基礎データを収集し，クレジット制度の活用を目指している。

第２回宮城県ブルーカーボンシンポジウム

〇テーマ：「ブルーカーボンクレジット」について

＜参加状況＞
会場 ６０名
WEB １００名
合計：１６０名

＜内訳＞
民間 ８０名
行政 ５８名
漁協 ７名
研究 ６名
その他 ９名

〇日時・場所：令和５年２月３日（金）＠TKPガーデンシティ仙台西

20



宮城県水産林政部

仙台うみの杜水族館との連携

３月５日（日）にコアイベントを開催，「ブルーカーボンウィーク」として３月
４日（土）から１２日（日）までの期間に普及啓発のためのポスター展示，周年
でブルーカーボン用として水槽にワカメとアラメを設置

＜コアイベント概要＞
テーマ：わかめが地球を救う！？

－ワカメとブルーカーボンを楽しくおいしく学ぼう－
令和５年３月５日（日） 午後２時から午後４時
ターゲット：小・中学生の親子連れ１５組程度
座 学： ワカメの生産方法について（ワカメ養殖業者 藤田純一氏）

ブルーカーボンと地球温暖化対策について（宮城県）
体験会： ワカメの美味しい食べ方実演（仙台うみの杜水族館）

ワカメ芯抜き体験（ワカメ養殖業者 藤田純一氏）
ワカメ試食会

 

座学

ワカメ実物 ワカメ芯抜き体験 水槽展示 21



宮城県水産林政部

ホームページのURL： https://miyagi-coast.jp/bcp/

○宮城ブルーカーボンプロジェクトのホームページ
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宮城県水産林政部
23



宮城県水産林政部

・資金調達

ブルーカーボン協議会と３本柱（導入期）

①技術開発・試験研究
②モデル地区の実践
③普及指導広報

2021～2023年度（1～3年目） 2024～2027年度（4～７年目） ～2030年度（8～10年目）

ブルーカーボン運用（成熟期）

ブルーカーボン制度の確立

250t-CO2/年×10年＝

2,500t-CO2

2030年までの
二酸化炭素固定量

・評価技術

・藻場造成

・海藻増産
＜中期的取組＞

藻場の造成・海藻養殖の増産
科学データに基づく水産業の脱炭素化

プロジェクト
の内容

課題
○ブルーカーボンの算定（CO2固定量把握）
○水産業のためのオフセット制度導入
○水産業の新価値創出
○地域連携と横展開による機運醸成
○認知度の向上による企業参加と資金確保

事業開始後の年数

ブルーカーボン活用（成長期）
①オフセット制度の試験導入
②地域間連携と横展開

・認知向上

ブルーカーボンの基礎確立
（評価技術開発と評価、認知度向上）

＜短期的取組＞

＜到達目標＞

・宮城県沿岸域における藻場の造成・保全や海藻養殖の増産に向けた取組を推進する中で、海藻養殖や藻場造成により平

均250t-CO2/年を固定、10年間で2,500t-CO2を削減する.

・また、本県水産業から発生するCO2を数値化し、削減貢献量を明らかにするとともに、オフセット制度の導入を検討し、 本県

水産業が環境と調和した持続可能で活力ある産業となることを目指す.

宮城ブルーカーボンプロジェクトのロードマップ

24
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令和５年度事業計画（案） 

 

第１ 協議会の概要 

１ 名 称 

宮城県ブルーカーボン協議会（令和４年１月２０日設立） 

協議会の詳細は、別添「宮城県ブルーカーボン協議会規約」のとおり。 

２ 構成員 

宮城県ブルーカーボン協議会（以下「協議会」という。）の構成員は、規約別表「宮城県ブ 

ルーカーボン協議会構成員名簿」のとおり。 

 

第２ 事業の目的 

    宮城県沿岸域における藻場の造成・保全や海藻増産に向けた取組を推進し、水産業が持つ多面

的機能としての二酸化炭素（CO2）の固定・吸収量をブルーカーボンとして評価する。また、本県

水産業から発生する環境負荷を定量し、削減貢献量を明らかにすることで、環境配慮型水産業へ

の機運を醸成し、本県水産業のカーボンニュートラリティや持続可能性に寄与することを本事業

の目的とする。 

 

第３ 事業の内容 

 

 １ Ｊブルークレジット認証の取得 

   モデル地区での実践活動や収集したインベントリデータを基に、養殖ワカメでのＪブルークレ

ジット認証の取得を目指すもの。今年度は養殖ワカメを対象とし、今後の活動の試金石とする。 
 

２ ブルーカーボン協議会の運営 

  業界、専門家、市町、行政等からなる構成員とともに、方向性の検討、進捗管理及び結果の検

証などを行う。また、ブルーカーボン協議会を支える県機関で組織するブルーカーボンプロジェ

クトチーム（ＰＴ）において、データの収集や現場調整などを実施するもの。 

 

年月日 項目 内容等 備 考 

令和５年５月 
令和５年度第１回宮城県

ブルーカーボン協議会 

・令和４年度事業報告について 

・令和５年度事業計画（案）について 

・その他 

 

令和５年６月 
令和５年度第１回宮城県

ブルーカーボンＰＴ会議 

・事業進捗について 

・その他 
 

令和５年８月 
令和５年度第２回宮城県

ブルーカーボンＰＴ会議 

・中間報告 

・その他 
 

令和５年９月 
令和５年度第２回宮城県

ブルーカーボン協議会 

・中間報告 

・その他 
 

令和５年１１月 
令和５年度第３回宮城県

ブルーカーボンＰＴ会議 

・事業進捗について 

・その他 
 

令和６年２月 
令和５年度第４回宮城県

ブルーカーボンＰＴ会議 

・令和５年度事業報告 

・令和６年度事業計画（案） 

・その他 

 

令和６年２月 
令和５年度第３回宮城県

ブルーカーボン協議会 

・令和５年度事業報告 

・令和６年度事業計画（案） 

・その他 
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３ 技術開発・試験研究 

  インベントリデータ（CO2固定・排出源単位）の収集整理と作成、藻場面積の把握とブルー 

カーボン固定量の推定及び漁業種類・魚種等の CO2排出量算定を行うもの。 

年月日 項目 内容等 備 考 

令和５年４月 

～令和６年３月 

漁業・養殖業及び水産物の生

産 CO2排出量算定 

・県内漁業・養殖業の調査分析による

CO2 排出量の算定、ブルーカーボンの

試算 

 

令和５年４月 

～令和６年３月 

宮城県藻場面積・養殖場面積

の把握 

・ブルーカーボン算定のための藻場面

積の把握（モデル地区） 
 

令和５年４月 

～令和６年３月 

CO2固定・排出源単位の収

集・作成と整理 

・文献調査、現地調査や外部会議への

参加により CO2固定・排出原単位の 

データを収集する 

 

令和５年９月 

～令和６年３月 
報告書・学術論文・国際誌等 ・調査結果等の外部公表を進める。  

 

４ モデル地区での実践 

モデル地区を設定し、藻場造成や海藻養殖に伴う事業生産性と環境影響評価を行うもの。 

年月日 項目 内容等 備 考 

令和５年４月 

～令和６年３月 
藻場造成の実践 

・令和３年度に引き続き、モデル地区

で藻場造成・海藻養殖を実践推進す

る。 

・ライフサイクルを通した CO2 固定・排

出評価を行う。 

アラメ 

令和５年４月 

～令和６年３月 
海藻養殖の実践 

ホソメ

コンブ 

令和５年４月 

～令和６年３月 
ワカメ養殖のフィールド試験 

・クレジットを念頭に置いたワカメの

フィールド調査・試験を実施する。 

養 殖 

ワカメ 

 

５ 普及指導広報 

    ブルーカーボンの取組について漁業者を対象に普及・指導を行うとともに、一般の方々を対象

とした広報活動を図るなど、水産分野の環境への対応を共有することで、持続可能な水産業への

機運を高めていくもの。 

年月日 項目 内容等 備 考 

令和５年７月 
第３回宮城県ブルーカーボン

セミナー 

・市町の行政・研究担当者等向けセミ

ナーを開催する。 
 

令和６年 1月～２月 水族館とのコラボ企画 
・仙台うみの杜水族館とのコラボ企画

をおこなう。 
 

令和６年１月～２月 
第２回宮城県ブルーカーボン

シンポジウム 

・県民向けのシンポジウムを開催す

る。 
 

令和５年４月～ 普及指導員による活動 ・普及指導員による普及指導  

令和５年４月～ ホームページによる発信 ・ホームページを活用した情報発信  

令和５年４月～ 
マスコミ・民間等との連携と

協働 
・定期的な情報提供  
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第４ 収支計画                                

１ 収入の部                              （単位：千円） 

区     分 事業に要する経費 備  考 

県 費 ７,０８５  

繰越金 ２,１０９  

計  ９,１９４   

 

 

２ 支出の部                              （単位：千円） 

区     分 事業に要する経費 備  考 

 １ J ブルークレジット認証の取得 ２００  

 ２ ブルーカーボン協議会の運営 ６５０   

 ３ 技術開発・試験研究 １,０００  

 ４ モデル地区での実践 ７,０４４  

 ５ 普及指導広報 ３００  

計 ９,１９４  

 

 

第５ 令和５年度事業目標（KPI） 

   ・令和４年度の藻場/海藻養殖による CO2吸収量の算定 ２５０ｔ 

・インベントリデータ新規５０件 

 

第６ 事業完了予定年月日 

令和６年３月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



宮城県ブルーカーボン協議会事務局

令和４年度
事業計画について

令和５年度
事業計画（案）について

資料４
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1.目的

・宮城県沿岸域における藻場の造成・保全や海藻養殖の増産に向けた取組を推進する中で、海藻養殖や藻場造成により平

均250t-CO2/年を固定、10年間で2,500t-CO2を目指す.

・また、本県水産業から発生するCO2を数値化し、削減貢献量を明らかにするとともに、オフセット制度の導入を検討し、 本県

水産業が環境と調和した持続可能で活力ある産業となることを目的とする.

・資金調達

ブルーカーボン協議会と３本柱（導入期）

①技術開発・試験研究
②モデル地区の実践
③普及指導広報

2021～2023年度（1～3年目） 2024～2027年度（4～７年目） ～2030年度（8～10年目）

ブルーカーボン運用（成熟期）

ブルーカーボン制度の確立

250t-CO2/年×10年＝

2,500t-CO2

2030年までの
二酸化炭素固定量

・評価技術

・藻場造成

・海藻増産
＜中期的取組＞

藻場の造成・海藻養殖の増産
科学データに基づく水産業の脱炭素化

プロジェクト
の内容

課題
○ブルーカーボンの算定（CO2固定量把握）
○水産業のためのオフセット制度導入
○水産業の新価値創出
○地域連携と横展開による機運醸成
○認知度の向上による企業参加と資金確保

事業開始後の年数

ブルーカーボン推進プロジェクトのロードマップ

ブルーカーボン活用（成長期）
①オフセット制度の試験導入
②地域間連携と横展開

・認知向上

ブルーカーボンの基礎確立
（評価技術開発と評価、認知度向上）

＜短期的取組＞
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予算額（合計 9,194千円）

協議会
650千円

技術開発/試験研究
1,000千円

モデル地区での実践
7,044千円

普及指導・広報
300千円

持続可能な
水産業へ

取組の概要（2022～2023年度）
項目 2022年度（実績） 2023年度（実施計画）

ブルー
カーボン

ブルーカーボン協議会運営
（協議会3回/年、ＰＴ会議3回/年）

ブルーカーボン協議会を設立し，3回の協議会と
3回のPT会議を開催した.

ブルーカーボン協議会を３回，PT会議を4回開催す
る。Jブルークレジットの認定を目指す。

技術開発／試験研究（藻場
面積の把握、ＣＯ２固定・排出係数の
整理及び排出量の算定）

文献調査やヒアリングにより６０件のインベントリ
（CO2原単位）を収集した.

インベントリ分析を継続して宮城県データを付加し，
本県海藻類や養殖生産に伴うCO2固定量を解明す
る。並行して水産業のCO2排出要因を分析し，脱炭
素化に取り組む。（インベントリ50件追加）

藻場造成・海藻養殖の実践

石巻市内でホソメコンブとアラメの繁茂試験を継続
実施した。ワカメのフィールド試験に着手した。モデ
ル地区及び全県の養殖増産・藻場造成で二酸化
炭素141t-CO2を固定した.

ホソメコンブとアラメを継続，ワカメ養殖業におけるブ
ルーカーボンの考え方を整理する。松島湾など取組
拡大を検討する。モデル地区及び全県の養殖増
産・藻場造成で二酸化炭素250t-CO2を固定する。

普及指導・広報
（現場説明・普及指導・講演会）

・関係者向けブルーカーボンセミナーと一般の方向
けのシンポジウムを各１回開催した.

・プロジェクトHP、水族館コラボイベント、新聞等

第３回セミナー，シンポジウムを開催する。HPからの
情報発信，水族館との連携を継続する。地域間横
展開により民間企業やマスコミとの協働を図る。

漁業種類別CO2排出量の見える化モデル地区における藻場の造成（アラメ）

-北方水域
-南方水域

以西底びき網
-1そうびき
-2そうびき
-縦びき1種

-縦びきその他
-横びき

-ひき回し網
-ひき寄せ網
地びき網

-遠洋かつお・まぐろ1そうまき網
-近海かつお・まぐろ1そうまき網

-その他の1そうまき網
-2そうまき網

-1そうまき巾着網
-2そうまき巾着網
-その他のまき網
さけ・ます流し網
かじき等流し網
その他の刺し網
さんま棒受網
その他の敷網

-大型
-さけ
-小型

CO2排出原単位（t-CO2/t）

間接（t/t）

直接（t/t）直接

間接

0 5 20 25

直接の割合が大きく、全体
のおよそ8割を占める

遠洋底びき網

定置網

沖合い底びき網

小型底びき網

船びき網

大中型

中・小型

ひ
き
網

ま
き
網

刺
網

定
置
網 間接の割合が大きい

漁業改善による脱炭素化
を推進！

Jブルークレジット認証取得費
200千円
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Ｊブルークレジット認証申請に向けた整理

令和５年５月３０日版



申請までのスケジュール

11月

10月

9月

事前相談

現段階の申請書を確認しながら、修正点
の検討
・気候変動対策である点を明記する。
・取組の結果が持続的なワカメ養殖に繋
がっていることを表す。

手引き Ver.2.2.1 公開
（令和５年３月）

・ロープ養殖施設のロープ長で算定
する方法等

・文献値の更新等

申請書の送付

申請書への修正指摘 申請データの根拠を写真等
を用いてしっかりと説明す
ることとのコメント

申請書の送付

現地検証

申請書の送付

申請書締め切り

審査認証委員会

認証委員会の結果通知 確実性の自己判断→確実性評価
となり、最終的な吸収量の決定

申請書の最終提出

事前相談、
新手引きを
踏まえた
申請書の修正

コメントを踏まえた
申請書の修正

現地検証を踏まえた
申請書の修正

継続したプロジェクトとす
ることを想定とした体制と
することとのコメント

宮城ブルーカーボン協議会の動き ＪＢＥの動き（事務局・認証委員会含む）

事前相談締め切り
事前相談の依頼連絡

申請書の作成
6月対象とするワカメ養殖業の内容整理

協議会
（5月）

協議会

※JBEからの発表を定期的に確認



人工基盤（養殖施設）における活動等

〇ベースラインの基本的な考え方（ワカメは毎年更新）

〇養殖生産用ワカメとブルーカーボン用ワカメの棲み分け

〇ブルーカーボン用ワカメの生産後の取り扱い
⇒ 吊るしっぱなし、ウニ等への餌（間引き）、食用にしたら？

＜検討項目＞



CO2吸収量の算定方法の選定

〇どの計算方法が良いか？
⇒ どちらの方法も検討

＜検討項目＞

A

B

A B



養殖筏の面積の考え方

どのように解釈するか？
その根拠も検討

階上：100m×ダブル



モデル地区とした養殖ワカメの収集情報

養殖筏の規格 種糸の間隔 ロープ１ｍあたりの
ワカメ水揚量

筏一式の
ワカメ水揚量

内湾 外洋 内湾 外洋 内湾 外洋 内湾 外洋

階上 54m
ダブル

100m
ダブル

55cm 55cm 20kg程度 2,160kg 4,000kg

歌津 150m
シングル

200
シングル

40cm 20cm 10～15kg程度 1,875kg 2,500kg

十三浜 130m
シングル

130m
シングル

15～20cm 15～35kg程度 2,275kg 2,275kg

令和４年度調査の結果（速報：データ検証中）

階上： （内湾）108m×20kg/m ＝ 2,160kg
（外洋）200m×20kg/m ＝ 4,000kg

歌津： （内湾）150m×12.5kg/m ＝ 1,875kg
（外洋）200m×12.5kg/m＝ 2,500kg

十三浜：（内湾・外洋）130m×17.5kg/m ＝ 2,275kg

筏一式あたりのワカメ水揚量の計算



CO2算定の検討（仮計算）

CO2量
（吸収量・排出量）

＝活動量
（生産・増産量）

原単位
（吸収・排出係数）

ＣＯ２の算定手法（計算式）

×

現在の計算方法

外洋ワカメ筏一式のCO2吸収量の計算例
（階上：100mダブル、生産4,000kgの場合）

手引きVER.2.2.1

①

②

③

⇒ データの精度や計算方法の確からしさの検討が必要

①：現在の計算
４ｔ×0.01ｔ-CO2/t ＝ 0.04t

(=40kg)
②：面積からの算定

養殖施設の面積（A）：100m×3m=300m2

(=0.03ha)
単位面積あたりの湿重量（B）：133 t
ワカメのブルーカーボン残存率（C）
= （1-含水率0.14）×P/B比1.0×

炭素含有率0.33×CO2換算係数
44/12×（残存率①0.0472＋残存率
②0.0279）

CO2吸収量 A×B×C ＝ 0.31t （=310kg）
③：ロープ長からの算定

養殖ロープの長さ（A）：200ｍ
単位ロープ長あたりの湿重量（B）:20kg
ワカメのブルーカーボン残存率（C）
= （1-含水率0.14）×P/B比1.0×

炭素含有率0.33×CO2換算係数
44/12×（残存率①0.0472＋残存率
②0.0279）

CO2吸収量 A×B×C ＝ 0.31t （=310kg）



エネルギー投入

物質投入

生産に伴う累積CO2
排出量（=LCA）

ワカメ生産

<システム境界>

化
石
燃
料

養殖業化
石
燃
料

鉱
物
資
源

養
殖
資
源

間引き
ワカメ

ブルーカーボンのポテンシャルあり！
生産システムの中の仕組みとして評価

ブルーカーボンに
伴うCO2吸収・固定量!!

ワカメ種苗

養殖資材

燃料消費

ワカメ養殖業におけるブルーカーボン算定の全体像

⇒ ワカメ養殖の生産システム設計とブルーカーボン評価へ



採苗

本養殖

収穫・出荷

育苗

陸上作業

洋上作業

　　　　　　　　　　　　月
　工程

４月５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 ５月１１月 １２月 １月 ２月 ３月

宮 城 県 の ワ カ メ 養 殖 の 工 程

◯ 品種は植物学的には１種類だが、葉の形状、体長、茎の長さ、品質などか

ら、南部ワカメ(北方型)、鳴門ワカメ(鳴門型)、ワカメ(南方型)に分類される。

●南部ワカメ(北方型)：主に東北地方、北海道沿岸産で、三陸ワカメともいわ

れる。葉は切れ込みが深く大きく、胞子葉（メカブ）はヒダが多く大きい。茎が

長く養殖に適している。

●鳴門ワカメ(鳴門型)：徳島の鳴門海峡産で、茎が短い。最近は天然ものが

減少傾向にある。

●ワカメ(南方型)：本州中部以南の日本海側に多い。茎の長さは南部わかめ

と鳴門わかめの中間で、葉の切れ込みは浅く、胞子葉（メカブ）はヒダが少なく

小さい。

※ 本県では南部ワカメを主としているが、複数の型を混ぜて種付けしている

場合も見られる。

◯ 本県では、海水温が14～16℃になる６月上旬

～中旬に、陸上で効率的にワカメ種苗を確保する

「タンク採苗」が行われる。

◯ 専門業者から種苗を購入する漁業者が多いが、

水産漁港部では意欲ある若手漁業者グループに

タンク採苗方法の指導を行っている。

◯ 幼芽が2～3ｃｍ以上に生長する10月頃に本養殖へ移行。

本養殖は親縄に種糸を少しずつ挟み込む「挟み込み法」と

種糸を親縄に巻く「巻き込み法」の2種類ある。本県は「挟

み込み法」が主。

「挟み込み法」は、2～5ｃｍの長さに切った種糸を一定間隔

で親縄に挟み込む方法。手間は掛かるが、種糸を無駄なく

使え、本養殖密度の調整ができるのが利点。概ね３０ｃｍ

間隔位に挟み込む。

◯ 一部の海域では12月末～1月の葉体が柔らかい時期に

収穫し、「早採りワカメ」として「生」「ボイル」で流通する。

◯ 収穫の最盛期は、2～4月。養殖筏から刈り取ったワカメ

は、一部は生ワカメで、大部分は湯通し塩蔵ワカメとして出

荷される。

◯ 本県では、湯通し塩蔵ワカメを製造するために葉の品

質を重視する地域と、メカブ出荷を重視する地域がある。

ワカメの生活史

◯ 「胞子体期」と「配偶体期」の異なる形態で１年周期の世代交代を行う。

・胞子体期：大きな葉体世代（収穫し食用とする）

・配偶体期：微小な雌雄に分かれる世代

◯ 秋に幼芽が出現し、翌年の春～初夏に藻体に生長（これを収穫）。成熟し

た葉体は茎の下部にひだ状の胞子葉(メカブ）が発達し、そこから遊走子を放

出し、その後、枯死する。

◯ 遊走子は２本の鞭毛を持ち、短期間遊泳した後、基質に付着し、雌雄の配

偶体に生長する。配偶体は精子を作る雄性と卵を作る雌性に分かれる。

◯ 雌性配偶体の卵が受精すると細胞分裂を行って胞子体に発育し、胞子体

は生長が著しく芽胞体と呼ばれる微小幼芽期を経て、約１ケ月で肉眼視でき

るサイズの幼芽に生長し、藻体に生長。

① 親にするメカブは大きく、黒褐色のものを選び

（遊走子放出後のメカブは黄土色）、遊走子の放出

を促すため、風通しの良い日陰で４～５時間陰干

しする。

① 初期管理（水温24～25℃、照度2000ルクス）

遊走子から発芽した配偶体が細胞分裂し、10細胞

程度に生長するまで静置（脱落防止）。

② 休眠期管理（25～30℃、500ルクス）

配偶体は高水温に弱く、夏期中、細胞膜が厚くな

り休眠状態になる。初期より照度を低く保ち静置。

③ 配偶体の成熟（23℃以下、2000～3000ルクス）

水温23℃以下で配偶体が休眠から目覚め再び生

長する。20℃になると、配偶体が成熟し、芽胞体

（幼芽）が発生する。

④ 芽胞体管理（20℃以下、4000～5000ルクス）

芽胞体形成に合わせ照度を上げる。芽胞体は栄

養塩要求量が高いため、１週間ごとに換水する。

刈り取り・加工

ワカメの品種について

採苗 本育成

② 陰干し後のメカブを濾過海水に浸漬し、遊走子

を放出させる。放出ピークは浸漬から１５～３０分

後。海水が遊走時で茶色く濁ったところでメカブを

海水から取り上げる。

③ 採苗器を１時間ほど遊走子液に浸漬し採苗。

④ 採苗後の採苗器を濾過海水中で静置、育苗へ。

陸上管理

◯ 海水温20℃以下で採苗器を養殖漁場へ垂下し

（水深2m）、葉長2～3ｃｍの幼芽まで育てる。芽胞

体が0.5ｍｍ程度の段階で実施。沖出し時の水温

が高いと、芽胞体が生理障害を起こし脱落したり、

珪藻や雑海藻に巻かれて生長不良を招く。

◯ 生長に合わせ種糸を段階的に浅吊りしていく。

洋上管理（沖出し）

◯ 海水交換のため数カ所に穴を開けた透明ビ

ニール袋を採苗器に被せ、種糸の汚れを抑制しな

がら垂下する「マルチング」も行われる。

◯ 波浪が強い外洋が養殖漁場のため、養殖施設は「水平

延縄式施設」が主。養殖ロープ(親縄)が１本の「シングル」

と２本の「ダブル」があり、長さは100ｍから150ｍ位が標準。

◯ 親縄上のワカメの密度調整のため「間引き」を実施。そ

の方法は小型のワカメを摘採し大型に揃える方法、初期に

大型個体を摘採して小型個体に揃えるなど、漁場や個人に

より様々。

◯ 間引きは、ワカメの生長を促すほか、①密殖による生長

停滞防止、②葉体への付着物除去。③品質向上、④全長

の均一化による加工処理作業の軽減などの効果がある。

◯ 1ヶ月後0.6～0.8ｍ、2ヶ月後1.2～1.5ｍ、3ヶ月後1.5～1.8

ｍ以上に成長し、収穫可能となる。

◯ 早朝に収穫し、メカブ、茎、先枯れ部分を切り落とし、湯

通し作業（95℃、20～60秒）を行う。湯通しにより茶色の葉

体は緑色に変化する。湯通し後、速やかに冷却する。

◯ 冷却後、専用ミキサーで塩をからめ、1昼夜塩漬けし、

その後重し・圧力をかけて脱水する。

◯ 芯抜き（葉体と茎を分離）及びブチ（虫食い）等を取り除

き、製品出荷する。

◯ 製品検査は、外観評価（葉の緑色、光沢の程度、塩粒

やその付着程度、脱水程度、香り、葉のサイズや均一性、

異物付着の有無、葉体の穴・傷の有無など）により1、2、3

等級に選別される。

湯通し塩蔵ワカメ

◯ メカブの産地では、収穫したワカメからメカブのみを集め、

メカブと茎を分離する「メカブ削ぎ」の作業が行われる。

◯ 削がれたメカブは、加工業者が集荷し、ボイル・細断して

商品化する。

メカブ削ぎ

《タンク採苗の流れ》

間引き作業

収穫サイズ

湯通し作業 冷却作業

湯通しによる色変化 塩蔵作業

芯抜き作業 塩蔵ワカメ入札

①初期管理 ②休眠期管理

生長した葉体

育苗

メカブ削ぎ

挟み込み作業

メカブ投入

遊走子が放出した海水

ｸﾚﾓﾅ糸(φ2～3㍉)
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